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府
中
の
等
海
が
類
聚
の
具
名
『
宗
大
事
口
傳
抄
』
（
以
下
『
等
海
口

傳
抄
』
と
省
略
）
に
お
け
る
編
集
・
構
成
形
式
は
、『
二
帖
抄
』『
八

帖
抄
』（
＝
『
相
傳
法
門
抄
』）(

１)

に
準
拠
し
て
い
る
こ
と
は
、 

山
家
大
師
傳
法
要
偈 

四
箇
大
事 

 

一
心
三
觀
―
境
一
心
三
諦
・
智
一
心
三
觀
―
―
卷
第
一
・
卷
第
二 

 

心 

境 

義
―
一
念
三
千
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
卷
第
三 

 

止
觀
大
旨
―
宗
旨
・
宗
教
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
卷
第
四
～
十 

 

法
華
深
義
―
圓
教
三
身
・
常
寂
光
土
義
・
蓮
華
因
果
―
卷
第
十
一 

寂
光
大
師 

略
傳
三
箇 

 

圓
教
三
身
―
證
道
八
相
・
四
句
成
道
―
―
―
卷
第
十
二
・
第
十
三 

 

常
寂
光
土
義
―
事
寂
光
・
理
寂
光
―
―
―
―
―
―
―
―
卷
第
十
四 

 

蓮
華
因
果
―
―
本
迹
不
同
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
卷
第
十
五 

 
 
 
 
 
 

―
被
接
法
門
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
卷
第
十
六 

 

諸
宗
同
異
―
―
眞
言
・
法
相
・
華
嚴
・
三
論
・
禪
―
―
卷
第
十
七 

と
あ
る
基
本
構
成
か
ら
も
明
ら
か
で
あ
る
。
但
し
、
単
に
『
二
帖
抄
』

『
八
帖
抄
』
に
の
み
説
示
さ
れ
る
情
報
を
再
編
集
し
た
も
の
で
は
な

い
こ
と
は
、
本
書
奧
書
か
ら
も
明
瞭
で
あ
る
。 

 

本
稿
で
は
、『
等
海
口
傳
抄
』の
成
立
過
程
を
探
る
こ
と
を
大
き
な

問
題
と
し
て
進
め
て
い
き
た
い
が
、
先
ず
「
法
華
深
義
帖
」
に
つ
い

て
、
基
礎
的
な
問
題
を
考
察
調
査
し
た
と
こ
ろ
を
報
告
し
た
い
。 

 
 
 

１ 

 

先
ず
、
本
書
の
奧
書
に
は
、
（
天
全
九
、
五
七
〇
上
～
下
） 

 
 

夫
於
此
抄
者
。
且
爲
稽
古
用
意
。
且
顧
法
門
失
錯
一
期
間
披
見

．
．
．
．
． 

 
 

所
持
聖
教

．
．
．
．
在
生
程
傳
受
法
門
深
義
書
畢
。
草
案
時
立
篇
目
調
卷 

 
 

數
以
爲
十
七
帖
矣
。
然
後
始
自
康
永
二
年
癸
未
八
月
十
日
。
至 

 
 

于
貞
和
五
暦
己
丑
六
月
二
日
。
七
箇
年
間
清
書
終
功
。
爰
云
聞 

 
 

云
見
一
分
無
私
案
之
觀
皆
悉
相
承
耳
。
甚
深
甚
深
嫡
弟
一
人
之 

 
 

外
穴
賢
穴
不
可
授
者
也 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

等
海
判 

と
あ
り
、
こ
の
抄
は
、
ま
さ
に
且
く
稽
古
用
意
の
た
め
、
且
つ
法
門

 
『
等
海
口
傳
抄
』
法
華
深
義
に
つ
い
て 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

天
台
宗
典
編
纂
所 

藤 

平 

寛 

田 
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失
錯
を
顧
み
て
一
期
の
間
に
披
見
所
持
の
聖
教
を
、
等
海
自
身
が
傳

受
し
た
と
こ
ろ
の
法
門
を
書
き
記
し
た
。
こ
れ
を
草
案
し
た
時
に
、

篇
目
を
立
て
、
調
巻
し
て
十
七
帖
と
し
た
。
そ
し
て
、
康
永
二
年
（
一

三
四
三
）
癸
未
八
月
十
日
よ
り
、
貞
和
五
暦
（
一
三
四
九
）
己
丑
六

月
二
日
に
至
る
ま
で
の
七
年
間
と
い
う
長
い
期
間
を
懸
け
て
清
書
し

た
。そ
こ
に
は
、
私
案
を
一
切
交
え
ず
皆
な
相
承
し
た
も
の
で
あ
る
。

と
記
さ
れ
て
い
て
、
こ
の
奧
書
に
よ
れ
ば
、
ま
さ
に
等
海
の
心
血
を

注
い
だ
整
理
編
集
が
な
さ
れ
て
い
る
、
と
見
る
こ
と
が
出
来
る
。 

○
等
海
に
つ
い
て 

 

山
王
三
國
傳
來
口
決 

 
 

山
王 

慶
命 

勝
範 

長
豪 

忠
尋 

皇
覺 

範
源 

俊
範 

 

 
 

靜
明 

政
海 

 

一
海 

承
海 

等
海 

良
海 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
『
等
海
口
傳
抄
』
天
全
九
、
三
六
七
下
） 

 

『
等
海
口
傳
抄
』
の
「
山
王
三
國
伝
来
口
決
」
の
相
承
を
見
る
と
、

俊
範
―
静
明
―
政
海
―
一
海
―
承
海
と
相
承
さ
れ
る
、
所
謂
る
土
御

門
流
系
統
で
あ
り
、
そ
の
著
作
に
は
、
『
等
海
口
傳
抄
』
の
他
に
、『
血

脈
相
承
私
見
聞
』（
『
続
天
全
』
口
決
１
Ａ
本
）
や
『
講
説
用
意
』（
写

本
）
な
ど
が
あ
り
、
ま
た
、
日
光
天
海
蔵
に
架
藏
さ
れ
る
『
法
華
玄

義
抄
』
な
ど
の
「
三
大
部
抄
」
の
一
部
と
言
わ
れ
る
も
の
を
書
寫
し

て
い
る
場
合
な
ど
か
ら
見
て
、
ま
た
府
中
定
光
寺
や
勸
學
院
に
居
住

し
、
府
中
等
海
と
言
わ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
そ
の
生
没
年
も
判
然
と

し
な
い
が
、
お
お
よ
そ
文
保
元
年
（
一
三
一
七
）
以
前
か
ら
貞
和
五

年
（
一
三
四
九
）
以
後
ま
で
の
生
存
と
さ
れ
て
お
り
、
比
叡
山
無
動

寺
系
の
論
義
故
実
な
ど
を
纏
め
た
『
講
説
用
意
』
か
ら
す
る
と
、
本

書
の
整
理
を
始
め
た
頃
に
は
、
無
動
寺
常
楽
院
に
滞
在
し
て
い
た
よ

う
で
あ
る
（
２
）

。
し
か
し
、
そ
れ
以
外
は
現
在
全
く
不
明
瞭
で
あ
る
。 

○
一
海
に
つ
い
て 

 

次
に
、
等
海
は
土
御
門
流
系
統
で
あ
る
よ
う
な
の
で
、
そ
の
同
門

で
あ
る
一
海
に
つ
い
て
注
目
し
て
見
る
こ
と
に
す
る
。
こ
の
一
海
に

つ
い
て
も
、
傳
記
や
事
蹟
な
ど
は
判
然
と
し
な
い
け
れ
ど
も
、
一
二

例
を
挙
げ
て
み
よ
う
。 

 

先
ず
『
惠
心
流
教
重
相
承
私
鈔
』
を
見
て
み
る
。 

 

一
、
圓
頓
法
印
御
住
山
ノ

事 

 
 

仰
云
。
圓
頓
法
印
ハ

總
シ
テ

六
ケ
度
ノ

御
住
山
也
。
初
住
山
ノ

時
ハ 

 
 

千
餘
貫
ニ
テ

御
住
山
ア
リ

。
仍
テ

御
兒
四
人
・
騎
馬
十
六
騎
被
二

供 

 
 

奉
一

。
法
印
ハ

御
輿
ニ
テ

御
上
洛
有
リ

。
都
ニ
テ
ハ

正
親
町
ノ

心
賀
法 

 
 

印
ノ

御
坊
ヘ

參
著
有
リ
テ

御
相
承
有
リ

。
此
時
ニ
ハ

三
大
部
ノ

御
學
問 

 
 

有
リ

。
玄
ノ

一
。
文
句
ノ

一
。
止
觀
ノ

第
六
ノ

卷
迄
御
學
問
有
リ

。 

 
 

此
時
十
三
帖
ノ

見
聞
ヲ

下
シ

タ
マ
ヘ
リ
。
サ
テ
第
二
度
目
ニ
ハ

宗 

 
 

要
ノ

御
相
承
ア
リ
。
第
三
度
目
ニ
ハ

義
科
ノ

御
相
承
有
リ

。
第
四
度 

 
 

目
ニ
ハ

心
賀
法
印
ノ

御
坊
ヲ

三
百
餘
貫
ニ
テ

造
立
シ
テ

參
セ

タ
マ
ヘ
リ
。

 

 
 

此
時
。
心
賀
思
食
ス

樣
ハ

此
人
ハ

志
シ

深
シ
テ

。
吉
キ

法
燈
也
卜

思 

 
 

食
シ
テ

此
ノ

家
ノ

嫡
家
ニ

。
唯
授
一
人
ノ

相
承
有
リ

。
凡
ソ

奉
授
與
ヘ 

 
 

シ
ト
テ
。
七
箇
大
事
ヲ

御
傳
授
有
リ

。
凡
此
御
相
承
ハ

目
録
ノ

學 
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問
卜
テ

一
紙
ニ

記
録
シ
テ

相
承
ス

。
而
ル
ニ

圓
頓
法
印
ハ

我
ハ

無
才
學
ニ 

 
 

サ
フ
ラ
ヘ
ハ
師
ノ

御
講
ヲ

一
海
ア
ソ
バ
シ
テ
給
ハ
リ

候
エ
卜

仰
有
リ

。

 

 
 

仍
テ

一
海
法
印
二
帖
ニ

記
シ
テ

參
セ
ラ
ル
ル
。
今
ノ

二
帖
抄
是
也
。

 

 
 

其
後
彼
ノ

二
帖
抄
ハ

尚
ヲ

狹
シ
卜
テ

八
帖
ニ

廣
メ

是
ヲ

記
ス
ル

也
。
是
ヲ 

 
 

尊
海
ニ

參
セ
ラ
ル
。
夫
ヨ
リ

二
八
帖
抄
有
レ

之
。
而
ル
ニ

圓
頓
法
印
ノ 

 
 

御
言
ニ

。
廣
海
ハ

切
紙
二
三
枚
相
承
シ
テ

自
證
ス
レ
ト
モ

我
ハ

二
帖
ニ 

 
 

ク
ク
リ
テ
持
タ
リ
卜

利
口
ア
リ
。
然
ル
ニ

一
海
法
印
ハ

筆
取
ニ
テ

御 

 
 

座
ス

故
ニ

。
宗
ノ

骨
目
ヲ

殘
サ
ズ

尊
海
ト

御
同
心
ニ

御
相
承
有
リ

。
其 

 
 

時
心
賀
ノ

仰
ニ

。
一
海
ノ

得
分
ハ

過
ギ
タ
リ
卜

仰
セ
ア
リ
。
其
故
ハ

政 

 
 

海
ノ

御
相
承
ノ

時
ト

尊
海
ノ

御
相
承
ノ

時
ト

同
ク

御
聽
聞
有
リ

。
我
ガ 

 
 

自
分
ト

三
度
ノ

御
聽
聞
ナ
ル

故
ニ

如
レ

此
仰
セ

有
ル

也
。又
心
賀
ノ

仰
ニ

。

 

 
 

世
ノ

中
ニ

一
ナ
ル

物
ハ

一
海
ト

仰
セ

ア
リ 

 
 

（
眞
如
藏
、
日
光
天
海
藏
、『
日
本
天
台
史
』
續
、
八
一
四
頁
） 

 

こ
れ
は
、
圓
頓
房
尊
海
に
つ
い
て
の
事
蹟
を
示
す
の
に
よ
く
用
い

ら
れ
る
も
の
で
あ
る
が
、
そ
の
中
に
心
賀
・
尊
海
相
傳
の
時
に
筆
録

者
と
し
て
尊
海
に
同
道
し
、『
二
帖
抄
』
を
成
し
、
ま
た
『
二
帖
抄
』

は
な
お
狭
い
の
で
『
八
帖
抄
』
を
記
し
た
こ
と
。
こ
れ
は
『
八
帖
抄

見
聞
』
で
も
同
様
な
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
（
３
）

。
ま
た
あ
る
い
は
、

心
賀
が
言
う
に
は
、
一
海
の
得
分
は
過
ぎ
た
る
も
の
が
あ
る
と
す
る
。

そ
れ
は
、
政
海
か
ら
の
相
承
と
尊
海
相
承
の
同
聽
と
我
、
つ
ま
り
心

賀
自
身
か
ら
の
相
承
が
あ
る
。
こ
の
点
は
、『
等
海
口
傳
抄
』
で
も
確

認
出
來
る
。『
等
海
口
傳
抄
』（
天
全
九
、
三
九
二
上
）
で
は
、 

 
 

十
二
第
三
重
總
附
屬
事 

 
 

常
寂
光
土
。
第
一
義
諦
。
靈
山
淨
土
。
久
遠
實
成
。
多
寶
塔
中
。 

 
 

大
牟
尼
尊
。
以
二

内
證
直
授
ノ

法
門
ヲ一

。
直
ニ

授
二

心
賀
法
印
。
一 

 
 

海
阿
闍
梨
ニ一

。
心
賀
法
印
。
以
二

一
宗
ノ

玄
旨
一

。
付
二

屬
ス

一
海 

 
 

阿
闍
梨
ニ一

。
能
ク

流
傳
シ

傳
燈
シ
テ

無
レ

絶
コ
ト

而
已
。
口
傳
ニ

云
。 

 
 

此
ノ

第
三
重
總
付
屬
ハ

。
以
ノ

外
ニ

可
レ

有
二

口
傳
一

事
也
（
４
） 

と
あ
り
、
こ
れ
か
ら
も
一
海
が
、
心
賀
よ
り
直
授
の
相
承
を
受
け
て

い
る
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
。
心
賀
は
、
一
海
の
こ
と
を
評
し
て
、

「
世
の
中
に
一
な
る
人
物
は
一
海
で
あ
る
」
と
ま
で
評
し
語
っ
て
い

る
の
で
あ
る
。 

 

こ
の
よ
う
な
人
物
で
あ
る
一
海
と
等
海
が
、
文
献
上
で
も
か
な
り

緊
密
な
関
係
に
あ
る
こ
と
は
、
さ
ら
に
調
査
を
進
め
て
見
る
必
要
が

あ
る
だ
ろ
う
（
５
）

。 

 
 
 

２ 

 

さ
て
、
先
に
見
た
よ
う
に
『
等
海
口
傳
抄
』
の
基
本
的
な
構
成
は
、

七
箇
法
門
と
諸
宗
同
異
と
が
、
十
七
巻
各
々
に
配
当
さ
れ
て
い
る
わ

け
で
あ
る
が
、
た
だ
そ
の
分
量
か
ら
す
る
と
、
単
に
『
二
帖
抄
』
や

『
八
帖
抄
』
を
改
変
し
た
だ
け
で
は
な
い
分
量
を
持
っ
て
い
る
。 

 

因
み
に
、『
二
帖
抄
』『
八
帖
抄
』『
等
海
口
傳
抄
』の
分
量
を
示
し

て
み
る
と
、
先
ず
『
二
帖
抄
』
を
基
本
と
す
る
と
、『
八
帖
抄
』
で
は

約
二
倍
半
ほ
ど
の
大
部
と
な
り
、『
八
帖
抄
』
と
『
等
海
口
傳
抄
』
で
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約
三
倍
の
違
い
、『
二
帖
抄
』
か
ら
『
等
海
口
傳
抄
』
で
は
約
六
倍
半

程
大
部
と
な
っ
て
い
る
。 

 

ま
た
、
「
法
華
深
義
」
で
は
、『
二
帖
抄
』
と
『
八
帖
抄
』
で
は
約

五
倍
、『
二
帖
抄
』
と
『
等
海
口
傳
抄
』
で
は
約
十
倍
、『
八
帖
抄
』

と
『
等
海
口
傳
抄
』
で
約
二
倍
程
の
相
違
が
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
分

量
の
違
い
は
、果
た
し
て
ど
こ
か
ら
そ
の
情
報
を
盛
り
込
ん
だ
の
か
、

『
等
海
口
傳
抄
』
の
情
報
源
は
い
っ
た
い
何
に
拠
っ
た
の
か
、
と
い

う
こ
と
が
大
き
な
問
題
で
あ
る
。 

 

そ
こ
で
、
今
回
注
目
し
た
の
が
、『
二
帖
抄
』
下
の
蓮
華
因
果
事
に

出
て
来
る
次
の
よ
う
な
記
事
で
あ
る
。 

 
 

尋
云
。
本
迹
ノ

不
同
ト

本
迹
ノ

同
異
ト
ノ

習
如
何 

 
 

仰
云
。
本
迹
不
分
本
地
甚
深
ノ

本
ト

迹
門
ト
ハ

大
ニ

不
同
ナ
ル

故
ニ

。 

 
 

本
迹
ハ

一
向
不
同
也
。
本
迹
同
異
ト

云
時
ハ

又
本
迹
ノ

體
ハ

無
レ二

ト
モ 

 
 

不
同
一

。
異
ナ
ル

邊
ハ

只
是
レ

久
遠
ノ

不
同
計
也
。
本
迹
同
異
ノ

法 

 
 

門
ハ

約
レ

經
雖
二

是
本
門
一

既
是
今
世
迹
中
之
本
名
爲
二

本
門
一

本 

 
 

門
ト

迹
門
ト
ハ

。
五
重
ノ

體
ハ

全
ク

無
二

不
同
一

也
。
不
同
ハ

只
是
久 

 
 

近
ノ

異
也
。
一
向
不
同
ノ

義
是
ニ
ハ

大
ニ

異
也
ト

口
傳
ス
ル

也
。
委 

 
 

細
ノ

旨
ハ

如
二

玄
文
第
一
大
綱
見
聞
一

也 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
天
全
九
、
一
四
八
下
～
九
上
） 

 

こ
こ
で
は
、
本
門
迹
門
の
不
同
と
同
異
と
の
学
習
の
相
異
に
つ
い

て
の
口
傳
が
示
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
最
後
に
「
委
細
の
旨
は
玄
文

第
一
大
綱
見
聞
の
ご
と
き
な
り
」
と
あ
る
。『
二
帖
抄
』
で
は
、
と
に

か
く
ポ
イ
ン
ト
・
エ
ッ
セ
ン
ス
と
な
る
口
傳
が
示
さ
れ
て
い
る
だ
け

だ
が
、
さ
ら
に
詳
し
く
は
『
玄
文
大
綱
見
聞
』
に
記
さ
れ
て
い
る
と

い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
は
前
の
『
惠
心
流
教
重
相
承
私
鈔
』
に
見

ら
れ
る
、
尊
海
相
承
の
三
大
部
学
問
の
箇
所
で
、「
玄
の
一
、
文
句
の

一
、
止
觀
の
第
六
の
卷
ま
で
御
学
問
あ
り
。
こ
の
時
十
三
帖
の
見
聞

を
下
し
た
ま
へ
り
」
と
あ
る
記
事
が
、
大
い
に
関
係
す
る
の
で
は
な

い
か
と
推
測
さ
れ
る
。 

 

そ
こ
で
、
こ
れ
ら
の
文
献
と
関
係
す
る
と
考
え
ら
れ
る
も
の
を
、

次
に
提
示
し
て
み
よ
う
。
等
海
書
寫
の
三
大
部
関
連
文
献
と
し
て
、 

ａ
『
法
華
玄
義
抄
』
第
一 

 

（
以
下
の
七
本
は
、
日
光
天
海
蔵
） 

（
内
題
）
玄
義
第
一
大
綱
見
聞 

下 

（
奧
書
）
元
徳
二
年

（
一
三
三
〇
）

庚
午

八
月
五
日
。
於
武
州
府
中
御
水
河
坊
書
寫
畢 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

等
海
（
華
押
） 

ｂ
『
摩
訶
止
觀
第
一
見
聞
』
上 

大
綱 

書
寫
年
不
明 

（
奧
書
）
等
海 

ｃ
『
摩
訶
止
觀
第
一
見
聞
』
下 

（
奧
書
）
本
云
。
延
慶
（
一

三
年

三
一
〇
）

三
月
二
日 

於
一
條
正
親
町
御
坊
談
畢 

 
 

延
慶
三
年
五
月
三
日 

於
今
小
路
萬
里
小
路
之
宿
所
以
松
林 

 
 

房
見
聞
寫
了 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

松
林
房 

 
 
 

南
無
山
王
慈
惠
大
師 

垂
哀
愍
納
受
給
ヘ 

 
 

元
徳
（
一

三
年

三
三
一
）

辛
未

七
月
十
七
日 

於
武
州
府
中
定
光
寺
坊
書
寫
了 

 
 

等
海 
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ｄ
『
摩
訶
止
觀
第
二
見
聞
』
三
條
坊
門
御
談
義 
（
奧
書
）
元
徳
（
一

三
年

三
三
一
）

辛
未

三
月
十
五
日 

書
寫
畢 

 

等
海
（
華
押
） 

ｅ
『
摩
訶
止
觀
第
三
見
聞
』（
表
紙
）

等
海 

（
扉
書
）
止
觀
第
三
大
綱
見
聞 

 
 

徳
治
（
一

二
年

三
〇
七
）

二
月
七
日
始
之 

ｆ
『
摩
訶
止
觀
第
五
見
聞
』
上 

（
奧
書
）
寫
本
云
。
延
慶
（
一

二
年

三
〇
九
）

二
月
下
旬
之
比
御
談
義
畢
。
隨
惠
心
十 

 
 

代
嫡
流
所
面
授
口
決
法
門
先
代
未
聞
也
。
祕
事
言
語
道
斷
之
口 

 
 

傳
也
。
更
ニ
不
可
口
外
深
理
云
也
。
門
弟
等
深
可
信
之
可
信
之 

 
 

南
無
一
切
三
寶 

佛 

法 
僧 

 
 

壹
海
在
判 

 
 

元
徳
（
一

三
年

三
三
一
）

辛
未

六
月
二
日 

書
寫
畢 

 
 
 
 

等
海 

ｇ
『
摩
訶
止
觀
第
五
見
聞
』
下 

 
 
 

等
海 

（
奧
書
）
本
。
延
慶
（
一

二
年

三
〇
九
）

二
月
十
二
日
ヨ
リ
三
月
八
日
御
談
義
畢
。 

 
 
 

惠
心
代
々
祕
事
一
流
隨
分
己
證
顯
之
。
可
祕
可
祕 

壹
海 

 

初
め
に
ａ
本
は
、
『
法
華
玄
義
抄
』
28
冊
の
内
の
一
冊
で
、
内
題

が
「
玄
義
第
一
大
綱
見
聞
下
」
と
あ
り
、
下
卷
の
み
だ
が
、『
二
帖
抄
』

に
示
さ
れ
た
「
玄
文
第
一
大
綱
見
聞
」
と
何
か
し
ら
の
関
係
が
あ
る

と
、
一
往
推
測
さ
れ
る
。
書
寫
年
時
は
、
元
徳
二
年
（
一
三
三
〇
）

で
あ
り
、
等
海
の
華
押
が
見
ら
れ
る
。 

 

次
に
ｂ
～
ｇ
は
、
『
摩
訶
止
觀
抄
』
24
冊
の
内
の
６
冊
で
あ
る
。

『
摩
訶
止
觀
第
一
見
聞
』
上
下
、
第
二
見
聞
、
第
三
見
聞
、
そ
し
て

第
五
見
聞
上
下
で
あ
る
。 

 

先
ず
、
ｂ
本
に
は
書
寫
年
時
が
見
ら
れ
な
い
が
、
奧
書
に
は
等
海

の
署
名
が
あ
る
。 

 

次
に
ｃ
本
に
は
、
延
慶
三
年
（
一
三
一
〇
）
一
條
正
親
町
御
坊
で

の
談
義
記
録
で
あ
り
、
松
林
房
の
見
聞
を
も
っ
て
、
元
徳
三
年
（
一

三
三
一
）
に
府
中
定
光
寺
で
等
海
が
書
寫
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
こ

の
松
林
房
は
、
通
常
は
政
海
を
指
す
こ
と
が
多
い
と
思
わ
れ
る
が
、

年
代
か
ら
す
る
と
、
あ
る
い
は
一
海
を
指
す
の
で
は
な
い
か
、
と
考

え
ら
れ
る
。 

 

次
に
ｄ
本
は
、
三
條
坊
門
で
の
談
義
記
録
で
、
元
徳
三
年
（
一
三

三
一
）
に
書
寫
し
た
も
の
で
、
等
海
の
華
押
が
記
さ
れ
て
い
る
。 

 

次
に
ｅ
本
は
、
こ
れ
は
表
紙
に
等
海
の
署
名
が
あ
り
、
徳
治
二
年

（
一
三
〇
七
）
に
始
め
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。 

 

次
に
ｆ
本
は
、
延
慶
二
年
（
一
三
〇
九
）
の
談
義
記
録
で
、
こ
こ

で
「
惠
心
十
代
嫡
流
面
授
口
決
云
云
」
と
あ
っ
て
、
壹
海
在
判
と
記

さ
れ
、
元
徳
三
年
（
一
三
三
一
）
等
海
の
書
寫
に
な
る
も
の
で
あ
る
。 

 

最
後
に
ｇ
本
は
、
等
海
の
署
名
が
あ
り
、
奧
書
に
は
ｆ
本
と
同
様

に
壹
海
の
名
前
が
見
ら
れ
る
。 

 

つ
ま
り
、
こ
れ
ら
は
皆
な
等
海
書
寫
あ
る
い
は
、
等
海
の
署
名
が

あ
っ
て
、
中
に
は
一
海
の
書
寫
の
識
語
が
見
ら
れ
る
も
の
も
あ
る
。

以
上
の
７
冊
が
一
往
の
研
究
対
象
に
な
る
と
考
え
ら
れ
る
。 

 

こ
こ
で
注
目
す
べ
き
点
は
、
こ
れ
ら
の
談
義
あ
る
い
は
書
寫
さ
れ

て
い
る
年
時
が
『
等
海
口
傳
抄
』
成
立
年
時
よ
り
以
前
の
も
の
で
あ

る
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
推
測
の
域
を
出
な
い
が
、
こ
れ
ら
は
尊

 6

海
相
傳
の
十
三
帖
見
聞
の
内
容
を
含
ん
で
い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う

か
、
と
想
像
さ
れ
る
こ
と
で
あ
る
。
と
も
か
く
『
等
海
口
傳
抄
』
成

立
よ
り
も
以
前
に
、
こ
の
よ
う
な
三
大
部
関
連
文
献
が
成
立
し
て
い

る
こ
と
は
、
重
要
な
点
で
あ
ろ
う
。 

 
 
 

３ 

 

さ
て
本
論
で
は
、
法
華
深
義
帖
に
関
連
し
て
の
調
査
を
取
上
げ
、

そ
の
一
端
を
見
て
み
た
い
と
思
う
。（
６
） 

 

『
等
海
口
傳
抄
』
と
『
八
帖
抄
』
・
『
二
帖
抄
』
を
比
較
対
照
し
て

み
る
こ
と
に
す
る
。
先
ず
「
法
華
深
義
」
に
つ
い
て
見
て
み
る
。 

◎
『
等
海
口
傳
抄
』
（
天
全
九
、
四
七
七
上
） 

 
 

法
事
深
義
下 

 
 

心
賀
御
義
云
。
以
二

本
地
甚
深
ノ

奧
藏
ヲ一

。
名
二

法
華
ノ

深
義
ト
ハ
一 

也
。 

 
 

玄
一
云
。
此
ノ

妙
法
蓮
華
經
者
。
本
地
甚
深
之
奧
藏
也
。
文
ニ

云
。 

 
 

是
ノ

法
ハ

不
レ

可
レ

示
。
世
間
ノ

相
常
住
ナ
リ

。
三
世
如
來
之
所
二

證 

 
 

得
一

也
矣

此
釋
即
法
華
ノ

深
義
ノ

心
也
。
法
華
玄
義
ノ

得
名
カ

。
即 

 
 

法
華
ノ

深
義
ニ
テ

有
レ

之
也
。
玄
ノ

字
ハ

深
ノ

義
也
。
而
ニ

大
師
ノ

十 

 
 

徳
ノ

中
ノ

。
第
九
ノ

玄
悟
法
華
圓
意
之
徳
カ

即
法
華
深
義
ニ
テ

有
レ 

 
 

之
也
。
五
重
玄
義
最
秘
釋
云
。
今
法
華
宗
。
天
台
大
師
開
自
解 

 
 

佛
乘
自
行
徳
。
玄
悟
法
華
化
他
徳
。
而
説
摩
訶
止
觀
己
心
中
十 

 
 

乘
法
門
矣 

此
釋
ハ

自
解
佛
乘
。
即
止
觀
ノ

天
眞
獨
朗
ノ

開
悟
也
ト 

 
 

釋
ル

也
。
玄
文
一
部
ノ

七
番
共
解
。
五
重
各
説
共
ニ

。
大
師
ノ

御 

 
 

内
證
ナ
ル

時
ハ

隨
自
意
語
也
。
是
ヲ

授
ルレ

機
ニ

方
ニ
テ
ハ

成
二

隨
他
意
一 

 
 

也
。
隨
自
意
語
ノ

方
ヲ

云
二

法
華
深
義
ト
ハ
一 

也
。
勝
範
口
傳
云
。
隨 

 
 

自
意
語
ハ

内
證
。
隨
他
意
語
ハ

化
他
也
。 

○
『
八
帖
抄
』（
＝
『
相
傳
法
門
抄
』
）
（
日
光
天
海
藏
） 

 
 

一 

法
華
深
義
事 

 
 

口
傳
仰
云
。
法
華
深
義
ト

者
。
本
地
甚
深
ノ

奧
藏
ヲ

以
テ

法
華
ノ

深 

 
 

義
ト
ハ

名
レ

之
也
。
法
華
玄
義
ノ

得
名
カ

即
チ

法
華
深
義
ニ
テ

有
レ

之 

 
 

也
。
玄
ノ

字
ヲ
ハ

深
ノ

義
也
。
大
師
ノ

十
徳
ノ

中
ノ

第
九
ノ

玄
悟
法
華 

 
 

圓
意
ノ

徳
カ

即
チ

法
華
ノ

深
義
ニ
テ

可
レ

有
レ

之
也
。
玄
文
一
部
カ

大 

 
 

師
ノ

御
内
證
ナ
ル

時
ハ

。
七
番
共
解
五
重
各
説
共
ニ

隨
自
意
悟
ト 

 
 

成
ナ
リ

。
是
ヲ

授
クレ

ル

機
ニ

方
ニ
テ
ハ

隨
他
意
ト

〔
成
ル

也
。
法
華
ノ

深 

 
 

義
ト
ハ

隨
自
意
悟
ノ

〕
方
ヲ

云
也
。
依
レ

之
勝
範
口
傳
云
。
隨
自
意 

 
 

悟
ハ

内
證
。
隨
他
意
ハ

化
他
機
也
矣 

 
 

玄
一
云
。
此
妙
法
蓮
華
經
者
。
本
地
甚
深
之
奧
藏
也
ト

釋
セ
リ

。 

 
 

是
レ

則
チ

法
華
深
義
意
也 

◆
『
二
帖
抄
』（
天
全
九
、
一
三
七
上
～
下
） 

 
 

法
華
深
義
事 

 
 

仰
云
。
法
華
玄
義
ヲ

法
華
ノ

深
義
ト

名
也
。
玄
ノ

字
ハ

深
ノ

義
也
。 

 
 

故
ニ

玄
ノ

字
ハ

フ
カ
シ
ト

讀
也
。
總
シ
テ
ハ

法
華
ノ

深
義
ト

者
大
師
ノ

御 

 
 

内
證
也
。
御
内
證
ニ

取
テ
モ

十
徳
ノ

中
ノ

第
九
ノ

玄 

悟 

法 

華 

圓
意
ノ 

 
 

内
證
ヲ

法
華
ノ

深
義
ト
ハ

云
也
。
本
地
甚
深
ノ

奧
藏
ヲ

内
證
ニ

持
テ
ハ 

 
 

隨
自
意
悟
也
。
是
ヲ

機
ニ

授
ル

方
ニ
テ
ハ

一
向
隨
他
意
ト

成
也
。
然
ヲ 
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法
華
ノ

深
義
ト
ハ

隨
自
意
ノ

方
ヲ

云
也
。
依
レ

之
勝
範
御
傳
云
。
隨 

 
 

自
意
悟
ハ

内
證
。
隨
他
意
ハ

化
他
ノ

機
也
文

法
華
一
部
八
卷
カ

皆
深 

 
 

義
ニ
テ

内
證
ノ

邊
モ

有
レ

之
。
又
色
ノ

經
卷
ノ

隨
機
ナ
ル

方
ハ

。
又
一
向 

 
 

一
部
八
卷
カ

隨
他
意
ト

被
レ

云
也
。
妙
法
蓮
華
ノ

首
題
ヲ

釋
ル

故
ニ 

 
 

本
地
ノ

内
證
深
義
ヲ

爲
シ
テ
レ 

體
ト

釋
也
。
玄
文
ニ
モ

本
迹
相
對
ノ

釋 

 
 

義
ハ

皆
隨
他
意
ノ

説
ナ
ル

故
ニ

。
本
ノ

中
ノ

本
ニ
ハ

大
ニ

劣
也
ト

口
傳
ス
ル 

 
 

也
。
天
台
内
證
ノ

七
番
五
義
ヲ

法
華
ノ

深
義
ト
ハ

習
也 

 

先
ず
、
法
華
深
義
に
つ
い
て
概
説
部
分
を
挙
げ
て
み
た
。
『
等
海
口

傳
抄
』
で
「
心
賀
御
義
云
」
と
な
っ
て
い
る
と
こ
ろ
は
、『
八
帖
抄
』

で
は
「
口
傳
仰
云
」
で
あ
り
、『
二
帖
抄
』
で
は
「
仰
云
」
と
な
っ
て

お
り
、
文
字
の
出
入
り
や
文
章
の
順
序
が
異
な
っ
て
い
る
が
、
ほ
ぼ

同
内
容
が
見
ら
れ
る
。
玄
義
第
一
の
大
師
十
徳
中
の
第
九
玄
悟
法
華

圓
意
の
徳
が
、
法
華
の
深
義
で
あ
る
と
す
る
基
本
線
や
勝
範
義
を
引

用
す
る
こ
と
な
ど
、
ま
さ
に
『
二
帖
抄
』『
八
帖
抄
』
を
依
用
し
た
も

の
と
見
ら
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。 

 

次
に
、
法
華
深
義
に
お
け
る
眼
目
の
一
つ
で
あ
る
三
種
法
華
に
つ

い
て
見
て
み
る
。（
７
） 

 

先
ず
、
『
二
帖
抄
』
に
お
い
て
は
、 

 
 

尋
云
。
三
種
ノ

法
華
習
如
何 

 
 

守
護
章
釋
云
。
於
一
佛
乘
者
根
本
法
華
也
。
分
別
説
三
者
隱
密 

 
 

法
華
也
。
唯
有
一
乘
者
顯
説
法
華
也
。
妙
法
之
外
更
無
一
句
餘 

 
 

經
文 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
天
全
九
、
一
三
八
下
） 

と
あ
る
の
み
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
尊
舜
『
二
帖
抄
見
聞
』
に
、「
二
條

抄
に
は
三
種
法
華
の
名
字
ば
か
り
を
挙
げ
て
委
し
く
そ
の
相
貌
を
分

別
せ
ず
。
一
海
法
印
は
八
帖
抄
に
は
委
し
く
三
種
の
名
相
を
分
別
し

て
印
眞
言
等
を
出
す
な
り
」（
天
全
九
、
二
五
九
上
）
と
あ
る
こ
と
か

ら
も
、『
等
海
口
傳
抄
』
は
、
そ
の
情
報
の
多
く
を
『
八
帖
抄
』
に
求

め
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
一
二
の
例
を
列
挙
し
て
み
よ
う
。 

◎
『
等
海
口
傳
抄
』
（
天
全
九
、
四
八
一
上
～
下
） 

 
 

八
尋
云
。
此
流
ニ

無
作
ノ

秘
印
ト

云
事
有
レ

之
。
何
樣
ニ

云
事
耶
。 

 
 

心
賀
御
義
云
。
自
身
無
作
ノ

三
身
ナ
ル

故
ニ

。
六
塵
六
作
擧
レ

手 

 
 

動
レ

足
。
悉
ク

無
作
ノ

印
也
。
一
身
ハ

一
印
無
作
ノ

四
威
儀
也
。
一 

 
 

口
ハ

無
始
ノ

息
風
也
。
一
意
ハ

本
有
ノ

心
性
也 

 
 

尋
云
。
一
名
號
法
界
聲
塵
。
以
レ

風
爲
レ

體
云
事
如
何
。
次
ニ

居
シ
テ
二  

 
 

法
界
道
場
ニ一

誦
ス
ト
二 

一
偈
ノ

文
ヲ一

云
ヘ
ル

。
當
流
深
秘
ノ

口
傳
如
何
。 

 
 

次
ニ

以
二

天
台
宗
ヲ一

。
諸
宗
ノ

中
ニ
ハ

持
國
利
民
ノ

宗
ト
シ
テ

。
守
ル二

王 

 
 

法
ヲ一

最
頂
也
ト

云
事
如
何 

 
 

心
賀
御
義
云
。
法
界
聲
塵
ト

者
風
大
也
。
獨
一
法
界
ノ

總
ノ

五
音 

 
 

也
。
此
命
風
カ

當
二

萬
物
ニ一

時
。
成
ル二

別
ノ

風
大
ト一

也
。
當
レ
ハ
レ 

松
ニ 

 
 

松
風
。
當
レ
ハ
レ 

水
ニ

浪
風
也
。
命
風
當
ルレ

舌
ニ

時
。妙
法
蓮
華
經
等
ノ

。 

 
 

事
相
ノ

名
號
文
字
等
モ

出
來
ス
ル

也
。
次
ニ

居
テ二

法
界
道
場
ニ一

誦
ト二

一 

 
 

偈
ヲ一

者
。
嫡
流
一
人
ノ

外
ニ

更
ニ

無
キ二

口
外
一

。
當
流
深
秘
ノ

口
傳
也
。 

 
 

塔
中
相
傳
ノ

一
偈
也
。
一
偈
ノ

文
ト

者
。
壽
量
品
ノ

常
在
靈
鷲
山
。 

 
 

及
與
諸
住
所
。
我
此
土
安
穩
。
天
人
常
充
滿
ノ

文
是
也
。
慈
覺 
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大
師
續
入
唐
ノ

記
ニ

見
タ
リ

。
又
云
。
中
間
ノ

衆
生
見
劫
盡
。
大
火 

 
 

所
燒
時
ノ

文
ヲ
ハ

。
略
レ

之
相
承
傳
來
シ
タ
マ
ヘ
リ

。
以
二

塔
中
相
傳
一 

 
 

偈
ノ

文
ヲ一

。
山
家
大
師
奉
レ

授
二

天
照
大
神
ニ一

云
云 

○
『
八
帖
抄
』 

 
 

20
無
作
祕
印
事 

 
 

尋
云
。
此
流
ニ
ハ

無
作
祕
印
云
事
有
之
歟
。
何
樣
ニ

云
事
耶 

 
 

口
傳
仰
云
。
自
身
無
作
ノ

三
身
ナ
ル

故
ニ

六
塵
六
作
擧
手
動
足
悉
ク 

 
 

無
作
ノ

印
也 

 
 

一
身
ハ

一
印
無
作
ノ

四
威
儀
也 

一
口
ハ

無
始
ノ

息
命
風
也 

一 

 
 

意
ハ

本
有
ノ

心
性
也 

 
 

根
本
法
華 

胎
金
不
二

寂
照
同
時 

印
堅
實
合
掌 

明
曰

本
有
清
淨
阿
字
也 

 
 

隱
密
法
華 

胎
藏
寂 

因
曼
陀
羅 

印
虚
心
合
掌 

明
曰
（
マ
マ
）

妄
想
顛
倒
阿
字
也 

 
 

顯
説
法
華 

金
剛
界
照

果
曼
陀
羅 

印
八
葉 

明
曰

 

 
 

15
只
名
號
法
界
聲
塵
以
風
爲
體
事 

 
 

尋
云
。
只
名
號
法
界
聲
塵
ノ

以
レ

風
ヲ

爲
トレ

體
ト

云
事
如
何 

 
 

口
傳
仰
云
。
法
界
聲
塵
ト

者
風
大
也
。
獨
一
法
界
ノ

總
ノ

五
音
也
。 

 
 

此
ノ

命
風
當
ル二

萬
物
ニ一

時
キ

成
ル二

別
ノ

風
大
ト一

也
。
當
レレ

ハ

林
ニ

林
風
也
。 

 
 

當
レ

水
浪
風
也
。
命
風
當
レ

舌
時
。
妙
法
蓮
華
經
等
ノ

事
相
ノ

名 

 
 

號
文
字
等
モ

出
來
ス
ル

也 

 
 

16
一
偈
文
當
流
深
祕
事 

 
 

一
居
シ二

テ

法
界
道
場
ニ一

誦
ス二

ト

一
偈
ノ

文
ヲ一

云
ヘ
ル

當
流
深
祕
ノ

口
傳 

 
 

事 

 
 

口
傳
仰
云
。
此
事
嫡
流
一
人
ノ

外
ハ

更
ニ

無
二

口
外
一

塔
中
相
傳
ノ 

 
 

一
偈
也
。
慈
覺
大
師
御
入
唐
記
ニ

見
タ
リ

。
一
偈
ノ

文
ト

者
。
壽
量 

 
 

品
ノ

常
在
靈
鷲
山
。
及
餘
諸
住
處
。
我
此
土
安
穩
。
天
人
常
充 

 
 

滿
ノ

文
是
也
。
又
云
。
中
間
。
衆
生
見
劫
盡
。
大
火
所
燒
時
ノ 

 
 

文
ヲ
ハ

略
レ

之
ヲ

相
承
傳
來
シ
タ
マ
ヘ
リ
云
云

塔
中
相
傳
ノ

一
偈
文
ヲ 

 
 

以
テ

山
家
大
師
天
照
大
神
奉
レ

授
云
云 

◎
『
等
海
口
傳
抄
』
（
天
全
九
、
四
八
二
下
） 

 
 

十
一
尋
云
。
顯
説
法
華
ニ

對
ス二

ル

字
ヲ一

意
如
何 

 

俊
範
御
義 

 
 

云
。
（
中
略
） 

 
 
 

一
傳
云
〔
慈
覺
御
傳
〕 

 
 

根
本
法
華 

本
有
不
變 

 

印
堅
實
合
掌 

明
曰

胎
寂 

 
 

隱
密
法
華 

縁
起
諸
法 

 

印
虚
心
合
掌 

明
曰

金
照 

 
 

顯
説
法
華 

不
二
法
性
法
界
皆
蓮 

印
八
葉 

明
曰

寂
照
倶
時 

 
 

一
海
云
。
此
事
相
構
テ

能
能
可
レ

尋
レ

之
也 

○
『
八
帖
抄
』 

 
 

21
顯
説
法
華
對

字
事 

 
 

尋
云
。
顯
説
法
華
ニ

對
ス二

ル

字
ヲ一

心
如
何 

 

俊
範
法
印
御
義 

 
 

云
。
（
中
略
） 

 
 

18
慈
覺
相
傳 

 

一
傳
云
。
慈
覺
御
傳 

 
 

根
本
法
華 

本
有
不
變 

 
 

印
堅
實
合
掌 

明
曰

胎
寂 

 
 

隱
密
法
華 

縁
起
諸
法 

 
 

印
虚
心
合
掌 

明
曰

金
照 

 
 

顯
説
法
華 

不
二
法
性
法
界
皆
蓮 

印
八
葉 

明
曰

寂
照
倶
時 
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私
云
。
此
事
相
構
相
構
能
能
可
レ

尋
レ

之
也 

 
三
種
法
華
部
分
に
つ
い
て
、
一
二
の
例
を
挙
げ
た
。
先
ず
『
等
海

口
傳
抄
』
で
「
八
無
作
祕
印
事
」
を
見
て
み
る
と
、『
等
海
口
傳
抄
』

で
は
、
一
項
目
と
し
て
取
り
扱
っ
て
い
る
が
、
そ
の
内
容
は
、「
無
作

祕
印
事
」
「
法
界
聲
塵
事
」
「
當
流
深
祕
口
傳
事
」が
示
さ
れ
て
い
る
。

こ
れ
を
『
八
帖
抄
』
に
照
し
て
み
る
と
、
『
八
帖
抄
』
の
20
無
作
祕

印
事
、
15
法
界
聲
塵
以
風
爲
體
事
、
16
一
偈
文
當
流
深
祕
事
に
相
当

す
る
。
こ
こ
で
も
『
等
海
口
傳
抄
』
で
「
心
賀
御
義
云
」
は
、『
八
帖

抄
』
で
は
「
口
傳
仰
云
」
と
な
っ
て
お
り
、
そ
の
内
容
は
、
ほ
ぼ
同

文
で
あ
る
と
い
っ
て
も
良
い
だ
ろ
う
。
ま
た
、『
等
海
口
傳
抄
』「
十

一
顯
説
法
華
對

字
事
」
で
は
、
そ
の
文
末
に
「
一
海
云
。
こ
の
事

相
構
え
て
能
く
能
く
こ
れ
を
尋
ぬ
べ
し
」
と
あ
る
が
、
こ
れ
が
『
八

帖
抄
』
で
は
「
私
云
」
で
あ
り
、
こ
れ
も
ま
た
『
等
海
口
傳
抄
』
が

『
八
帖
抄
』
を
参
考
依
用
し
た
證
據
の
一
つ
に
な
る
だ
ろ
う
。 

 
 
 

４ 

 

次
に
、
『
二
帖
抄
』
や
『
八
帖
抄
』
で
は
記
載
さ
れ
て
い
な
い
部
分

も
当
然
見
受
け
ら
れ
る
。
例
え
ば
、『
玄
義
第
一
大
綱
見
聞
』
と
関
係

す
る
と
こ
ろ
の
一
二
例
を
提
示
し
て
み
よ
う
。（
８
） 

◎
『
等
海
口
傳
抄
』
（
天
全
九
、
四
八
四
下
） 

 
 

二
十
一
尋
云
。
玄
一
云
。
月
ハ

能
虧
盈
ア
ル
カ

故
ニ

。
月
ハ

漸
圓
ル
カ 

 
 

故
ニ

。
法
華
亦
爾
ナ
リ

。
同
體
ノ

權
實
ナ
ル
カ

故
ニ

。
會
テレ

漸
ヲ

入
カレ 

 
 

頓
ニ

故
ニ
矣

爾
者
同
體
權
實
ト

者
。
其
體
如
何 

 
 

心
賀
御
義
云
。
分
別
説
三
ト

者
。
隱
密
法
華
也
矣

故
ニ

當
流
ノ

口 

 
 

傳
ニ
ハ

。
同
體
權
實
ト

者
。
隱
密
法
華
也
ト

習
也 

▼
『
法
華
玄
義
抄
』
第
一
（
内
題
）
玄
義
第
一
大
綱
見
聞
下 

 
 

尋
云
。
玄
云
。
月
能
虧
盈
故
。
月
漸
圓
故
。
法
華
亦
爾
。
同
體 

 
 

權
實
故
。
會
レ

漸
入
レ

頓
故
文

此
釋
ノ

料
簡
如
何 

 
 

仰
云
。
同
體
權
實
ト
テ

當
流
ニ

口
傳
有
レ

之
事
也
。
同
體
權
實
ト

者
。 

 
 

隱
密
法
華
是
也
。
分
別
説
三
者
。
隱
密
法
華
教
也
。
故
ニ

隱
密 

 
 

法
華
同
體
ノ

權
實
ト

習
也
云
云 

 

先
ず
、
『
等
海
口
傳
抄
』
「
二
十
一
同
體
權
實
事
」は
、こ
こ
で
は
、

玄
義
一
の
引
用
と
心
賀
御
義
と
し
て
隱
密
法
華
が
口
傳
と
さ
れ
る
が
、

『
玄
義
第
一
大
綱
見
聞
』
に
は
、「
仰
云
」
と
し
て
ほ
ぼ
同
文
が
示
さ

れ
て
い
る
。 

◎
『
等
海
口
傳
抄
』
（
天
全
九
、
四
八
八
上
～
下
） 

 
 

三
十
尋
云
。
三
大
部
ノ

觀
心
ノ

正
キ

心
地
ノ

形
如
何 

 
 

心
賀
御
義
云
。
玄
文
ノ

附
法
觀
ト

者
。
非
ス二

觀
念
修
行
ニ
ハ
一 

。
唯
心 

 
 

内
ニ

思
二

惟
シ

法
門
ヲ一

。
分
二

別
シ

義
理
ヲ一

。
論
談
決
擇
ス
ル

間
ニ
ハ

。 

 
 

無
二

餘
念
一

故
ニ

自
ラ

心
地
カ

靜
マ
リ

。
妄
法
カ

寂
シ
テ

達
ル二

不
思
議
ノ 

 
 

妙
觀
ニ一

故
ニ

。
附
法
觀
ヲ

爲
二

方
便
ト一

。
達
レ
ハ
二 

不
思
議
ノ

妙
觀
ニ一

。 

 
 

成
二

妙
觀
ヲ一

也
。
於
テ二

法
門
ニ一

思
二

惟
シ

分
三

別
ス
ル
ヲ

當
體
ヲ一

。
云
二 

 
 

付
法
觀
ト
ハ
一 

也
。
籤
一
云
。
令
三

一
一
ノ

文
段
ヲ
シ
テ

入
二

觀
門
ニ一

。 

 
 

然
須
ク下

細
ク

釋
シ
テ

令
上 ム
レ

成
二

妙
觀
ヲ一

矣

令
成
妙
觀
ノ

坪
ハ

。
成
ル二

止 
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觀
ノ

觀
心
ニ一

也
。
次
ニ

文
句
ノ

詫
事
觀
ト

者
。
讀
ム二

妙
法
蓮
華
經
ト一 

 
 

言
ハ

。
悉
ク

心
法
ヨ
リ

讀
出
也
。
詫
事
觀
ノ

時
ハ

。
全
不
レ

立
二

字 

 
 

義
ヲ一

。
只
讀
行
ク

言
カ

皆
心
法
ニ
テ

有
レ

之
故
ニ

。
無
二

餘
念
モ一

讀 

 
 

誦
ス
ル
ヲ

。
名
ク
ル
二 

詫
事
觀
ト一

也
。
記
一
云
。
故
一
一
句
入
心
成
觀
矣 

 
 

一
一
句
入
心
マ
テ
ハ

詫
事
也
。
成
觀
ト

者
達
ル二

妙
觀
ニ一

也
。
所
以
ニ 

 
 

無
二

餘
念
モ一

。
不
レ

忘
二

文
字
ヲ一

。
不
シ
テ
レ 

亂
二

章
句
ヲ一

。
讀
ム
ハ
二 

一
一
ノ 

 
 

句
ヲ一

。
皆
心
法
ナ
ル

故
ニ

。
云
二

入
心
ト一

也
。
如
レ

此
讀
ミ

行
ク

程
ニ

。 

 
 

一
心
法
カ

寂
シ
テ

。
成
觀
ス
ル

時
キ

達
ス
ル
二 

妙
觀
ニ一

也
。
詫
事
附
法
ノ 

 
 

觀
門
ハ

。
六
識
能
所
ノ

行
ニ
シ
テ

。
不
レ

及
二

妙
解
ノ

心
地
ニ
モ
一 

。
方 

 
 

便
ノ

行
也
。
次
ニ

止
觀
ノ

直
達
觀
ト

者
。
一
心
三
觀
一
念
三
千
ノ

修 

 
 

行
也
。
是
九
識
圓
備
ノ

觀
門
ニ
テ

。
直
ニ
行
ス
ル
二 

心
ノ

本
源
。
諸
佛 

 
 

同
體
ノ

處
ヲ一

也
。
三
種
ノ

觀
心
ノ

證
據
ハ

。
籤
六
云
。
觀
心
乃
是
レ 

 
 

教
行
ノ

樞
機
ナ
リ

。
仍
且
ク

略
點
シ
テ

寄
二

在
セ
リ

諸
説
ニ一

。
或
ハ

存 

 
 

或
ハ

沒
非
ル二

部
ノ

正
意
ニ一

故
ナ
リ

。
縱
ヒ

有
ト
モ
二 

施
設
一

。
託
レ

事
ニ

附
セ
リ
レ  

 
 

法
ニ

。
或
ハ

辨
シ二

十
觀
ヲ一

列
ヌレ

名
ヲ

而
已
矣

次
ニ

玄
文
止
觀
ノ

。
兩
部
ノ 

 
 

觀
心
ノ

大
旨
。
可
レ

習
レ

之
也
。
玄
文
ハ

專
依
テ二

圓
ノ

四
門
ノ

中
ノ

有 

 
 

門
ニ一

明
二

觀
心
ヲ一

。
止
觀
ハ

專
ラ

依
テ二

圓
ノ

四
門
ノ

中
ノ

空
門
ニ一

。
明
ス
ト
二  

 
 

觀
心
ヲ一

習
カ

秘
事
ニ
テ

有
レ

之
也
。
又
根
性
萬
差
ナ
レ
ハ

。
託
事
附 

 
 

法
ノ

觀
門
。
可
レ

亘
二

淺
深
一

也
。
總
シ
テ

自
リ二

最
初
心
ノ

凡
夫
ノ

一 

 
 

念
一

。至
マ
テ
二 

妙
覺
果
地
ノ

位
ニ一

。可
トレ

有
二

託
事
附
法
ノ

觀
心
一

習
也
。 

 
 

當
流
ニ
ハ

不
思
議
境
ノ

三
千
觀
ヨ
リ

。
猶
ヲ

深
キ

託
事
附
法
ノ

觀
有
トレ 

 
 

之
習
也
。
意
ハ

十
心
具
足
初
隨
喜
ノ

上
ノ

讀
誦
等
ナ
ル

間
。
以
外
ニ 

 
 

深
キ

託
事
附
法
ノ

觀
心
也
。
此
時
ハ

託
事
附
法
ノ

觀
。
即
三
千
觀
ノ 

 
 

妙
觀
ニ
テ

可
レ

有
レ

之
也
。
此
正
行
ノ

上
ノ

託
事
附
法
ノ

觀
ニ
モ

有
二 

 
 

種
種
一

。
又
妙
解
ノ

重
ノ

託
事
附
法
ニ
モ

有
二

重
重
一

也
。
又
玄
義 

 
 

文
句
ノ

觀
心
ハ

。
不
レ

及
二

妙
解
ニ
モ
一 

。
妙
解
ノ

方
便
ナ
ル

託
事
附
法 

 
 

也
。
此
時
ハ

設
ヒ

一
念
三
千
。
一
心
三
觀
ノ

法
門
ニ
テ

有
リ
ト
モ

レ 
 

之
。 

 
 

法
數
法
相
ノ

思
惟
分
別
ノ

分
ニ
テ

。
非
ス二

行
相
元
意
ノ

三
千
觀
ニ一

。 

 
 

故
ニ

妙
解
ノ

方
便
託
事
附
法
也
云
云 

 
 

一
海
云
。
一
心
三
諦
ノ

境
。
一
心
三
觀
ノ

智
。
一
行
一
切
行
。
恆 

 
 

修
四
三
昧
ノ

立
行
ノ

處
ヨ
リ

。
妙
行
ノ

上
ノ

託
事
附
法
ノ

觀
心
ヲ
ハ

。 

 
 

習
トレ

之
口
傳
ス
ル

深
秘
ノ

義
ニ
テ

有
レ

之
也 

▼
『
法
華
玄
義
抄
』
第
一
（
内
題
）
玄
義
第
一
大
綱
見
聞
下 

 
 

尋
云
。
三
大
部
觀
心
ノ

正
キ

心
地
ノ

形
如
何 

 
 

仰
云
。
玄
文
ノ

附
法
觀
ト

者
。
心
内
ニ

法
門
ヲ

思
惟
分
別
ス
ル

義
也
。 

 
 

藏
通
等
ノ

四
教
ノ

法
門
ヲ
モ

心
内
ニ
テ

思
案
シ

分
別
ス
ル

也
。如
レ

此
法 

 
 

門
ヲ
モ

思
惟
シ

。
論
義
法
談
ス
ル

間
ニ
ハ

無
二

餘
念
一

故
ニ

。
自
ラ

妄 

 
 

法
カ

寂
シ
テ

三
昧
ヲ

論
也
。
心
内
ヲ

以
二

法
門
ヲ一

シ
ツ
メ
テ
。
法
門
ノ 

 
 

外
ニ

不
レ

起
二

餘
念
ヲ一

故
ニ

。
此
ノ

方
便
附
法
觀
ヨ
リ

直
達
不
思
議
ノ 

 
 

妙
觀
ニ

達
ス
レ
ハ

成
觀
ニ

成
也 

 
 

託
事
觀
ト

者
。
今
ノ

妙
法
蓮
華
經
ヲ

讀
ム
ニ

。
此
ノ

讀
ム

言
ハ

皆
心 

 
 

法
ヨ
リ

讀
出
也
。
是
モ

以
二

心
法
ヲ一

讀
誦
ス
レ
ハ

無
二

餘
事
一

心
法
カ 

 
 

寂
シ
テ

無
二

餘
念
一

故
ニ

三
昧
ノ

義
也
。
又
一
一
句
入
心
成
觀
ト 

 
 

釋
ス
ル
ハ

又
一
一
句
入
心
ノ

處
ハ

託
事
也
。
一
一
句
ヲ

讀
ム
ニ

皆
心 
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法
ナ
ル

故
ニ

入
心
也
。
是
カ

寂
シ
テ

成
ス
レ
ハ

成
觀
ト

成
テ

妙
觀
ト

達
ス
ル 

 
 

也
。
託
事
觀
ノ

時
ハ

不
レ

立
二

事
義
ヲ一

。
但
讀
ム

言
言
カ

皆
心 

 
 

法
ニ
シ
テ

有
レ

之
故
ニ

。
無
二

餘
念
一

讀
誦
ス
ル
ヲ

託
事
觀
ト
ハ

名
也
云
云 

 
 

直
達
ノ

止
觀
ノ

行
ハ

又
一
念
三
千
一
心
三
觀
直
行
也
。
是
ハ

又
九 

 
 

識
圓
備
ノ

觀
ナ
ル

故
ニ

。
非
二

六
識
能
所
ノ

方
便
ノ

觀
ニ一

。
心
ノ

本
源
。 

 
 

諸
佛
同
體
ノ

處
ヲ

直
行
ス
ル

也 

 
 

尋
云
。
託
事
附
法
觀
門
ニ

有
二

淺
深
ノ

不
同
一

耶 

 
 

仰
云
。
正
行
上
ノ

託
事
附
法
觀
門
ハ

。
又
一
向
一
念
三
千
。
一
心 

 
 

三
觀
ノ

上
ノ

託
事
附
法
觀
也
。
是
ハ

以
外
ニ

深
觀
也
。
サ
テ
玄
文 

 
 

文
句
ノ

大
綱
ニ

所
レ

明
ス

託
事
附
法
ハ

不
レ

及
二

妙
解
ニ
モ
一 

。
況
ヤ

正 

 
 

行
ヲ
ヤ

。
故
ニ

託
事
附
法
ノ

觀
可
レ

亘
二

淺
深
ニ一

條
勿
論
也
。
依
レ

之 

 
 

義
釋
。
於
二

眞
言
ニ一

立
ル二

四
種
念
誦
ヲ一

其
中
ニ

。
第
三
ノ

音
聲
念 

 
 

誦
ヲ
ハ

天
台
誦
經
法
是
也
ト

釋
セ
リ

。
是
ハ

又
讀
誦
ノ

託
事
以
外
ニ

甚 

 
 

深
法
門
也 

（
中
略
） 

 
 

私
云
。
山
家
御
釋
云
。
一
心
三
諦
境
。
一
心
三
觀
智
。
一
行
一 

 
 

切
行
。
恆
修
四
三
昧
。
長
講
法
華
經
。
恆
説
一
切
經
ト

釋
ス
ル 

 
 

此
ノ

四
種
三
昧
立
行
ノ

處
ヨ
リ

妙
行
ノ

上
ノ

託
事
附
法
觀
心
ヲ
ハ

習
ト 

 
 

口
傳
ス
ル

深
祕
義
ニ
テ

有
レ

之
云
云 

 

長
文
を
挙
げ
た
が
、
先
ず
『
等
海
口
傳
抄
』「
三
大
部
觀
心
正
心
地

形
事
」
は
、
何
故
に
法
華
深
義
帖
で
採
用
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う

か
。
こ
の
点
を
推
測
す
る
に
、
法
華
の
深
義
と
は
、
法
華
の
玄
義
を

い
う
こ
と
で
あ
る
と
す
る
と
こ
ろ
か
ら
、
三
大
部
の
『
法
華
玄
義
』

を
意
識
し
て
の
採
用
で
あ
ろ
う
。
と
す
れ
ば
、
こ
こ
で
は
『
法
華
玄

義
』
の
第
一
に
示
さ
れ
る
七
番
共
解
の
第
六
觀
心
を
説
示
す
る
と
こ

ろ
を
説
明
す
る
『
玄
義
第
一
大
綱
見
聞
』
と
合
わ
せ
見
る
こ
と
に
不

都
合
は
な
く
、
む
し
ろ
こ
の
法
華
深
義
帖
に
お
い
て
提
示
さ
れ
る
べ

き
も
の
と
見
る
こ
と
が
出
来
そ
う
で
あ
る
。『
玄
義
第
一
大
綱
見
聞
』

で
は
、
附
法
觀
・
託
事
觀
・
直
達
觀
と
概
略
説
明
さ
れ
、
さ
ら
に
七

番
共
解
と
し
て
の
説
明
も
さ
れ
て
い
る
が
、
最
後
に
は
「
私
云
。
山

家
御
釋
云
」
と
し
て
長
講
法
華
經
文
を
出
し
て
い
る
。
『
等
海
口
傳

抄
』
で
は
「
一
海
云
」
と
さ
れ
る
の
は
、『
玄
義
第
一
大
綱
見
聞
』
か

ら
の
参
考
依
用
と
考
え
ら
れ
る
。
つ
ま
り
「
仰
云
」
は
、
心
賀
の
言

葉
と
な
り
、『
玄
義
第
一
大
綱
見
聞
』
は
『
二
帖
抄
』
に
言
わ
れ
る
も

の
の
一
つ
で
、
そ
の
下
卷
に
当
た
る
と
考
え
た
い
の
で
あ
る
。 

 

以
上
、
わ
ず
か
に
数
例
を
挙
げ
て
見
た
わ
け
で
あ
る
が
、
『
等
海
口

傳
抄
』
に
は
、
心
賀
以
來
の
重
要
事
項
が
、
等
海
の
編
集
を
経
て
い

る
こ
と
は
勿
論
で
あ
る
が
、『
二
帖
抄
』
や
『
八
帖
抄
』
と
い
っ
た
口

傳
法
門
文
献
も
、
そ
の
下
地
と
し
て
三
大
部
の
學
問
が
重
要
な
位
置

を
持
っ
て
い
た
こ
と
は
、
充
分
に
確
認
で
き
た
を
考
え
る
。 

 

今
後
は
、
さ
ら
に
詳
細
な
比
較
見
当
が
必
要
で
あ
ろ
う
。 

   

キ
ー
ワ
ー
ド 

『
等
海
口
傳
抄
』
、
『
二
帖
抄
』
、
『
八
帖
抄
』、 

 
 
 
 
 
 
 

法
華
深
義
、
一
海 
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註 

 

（
１
）
拙
稿
「
惠
心
流
心
賀
法
印
談
一
海
記
『
八
帖
抄
』
考
」
を
參

照
。 

（
２
）『
正
續
天
台
宗
全
書
目
録
解
題
』（
六
五
下
～
七
五
上
。
一
八

六
上
～
一
八
九
上
）
を
參
照
。 

（
３
）『
八
帖
抄
見
聞
』（
『
天
台
宗
全
書
』
九
、
三
一
九
上
）
に
は
、 

 
 

傳
云
。
當
流
相
承
ノ

次
第
ハ

。
義
科
宗
要
ノ

上
ニ

七
箇
ノ

大
事
ヲ

習
フ

。 

 
 

前
前
ハ

當
流
天
台
法
華
宗
相
承
血
脈
ノ

目
録
ト
テ

。
四
五
紙
ノ

卷
キ

物 

 
 

有
レ

之
。
此
ノ

書
計
ニ

テ

前
代
ハ

習
畢
ヌ

。
是
ハ

七
日
精
進
シ
テ

傳
授
ス
ト
云
云 

 
 

委
キ

旨
ハ

如
二

傳
受
ノ

私
記
一

。
將
來
ニ

此
ノ

法
門
失
墜
セ
ン

事
悲
テ

。
一 

 
 

海
僧
都
カ

心
賀
法
印
ノ

仰
ヲ

。
有
リ
ノ

任
ニ

書
註
セ
ル

。
是
レ

今
ノ

八
帖
ノ

書 

 
 

也 

 

と
あ
り
、
一
海
の
『
八
帖
抄
』
筆
録
を
伝
え
る
も
の
で
あ
る
。 

（
４
）『
天
台
相
傳
祕
決
抄
』（
『
續
天
台
宗
全
書
』
口
決
１
、
五
四

一
上
～
下
）
に
も
、
心
賀
授
一
海
相
承
の
惣
付
屬
が
見
ら
れ
る
。 

（
５
）
拙
稿
「
日
光
天
海
蔵
『
法
華
玄
義
抄
』
と
関
東
天
台
」（
『
天

台
學
報
』
第
三
十
九
号
）
を
參
照
。 

（
６
）「
法
華
深
義
」
に
つ
い
て
の
諸
本
の
対
照
表
は
、
発
表
時
の
配

付
資
料
を
參
照
さ
れ
た
い
。 

（
７
）
三
種
法
華
に
つ
い
て
、
拙
稿
「
中
古
天
台
に
お
け
る
三
種
法

華
説
に
つ
い
て
」（
平
安
仏
教
学
会
年
報
創
刊
号
）、「
『
溪
嵐
拾
葉

集
』
に
お
け
る
「
三
種
法
華
事
」
に
つ
い
て
」（
叡
山
学
院
研
究
紀
要

第
二
十
三
号
）
を
參
照
。 

（
８
）『
玄
義
第
一
見
聞
下
』
と
『
等
海
口
傳
抄
』
に
つ
い
て
は
、
拙

稿
「
日
光
天
海
蔵
『
法
華
玄
義
抄
』
と
関
東
天
台
」（
天
台
學
報
第
三

十
九
号
）
で
も
、
比
較
対
照
し
て
い
る
別
の
部
分
も
あ
る
。 

 

＊
な
お
写
本
資
料
は
、
天
台
宗
典
編
纂
所
収
集
資
料
を
用
い
た
。 


